
青
江
前
所

長
の
後
任
と

し
て
、
こ
の

月
１
日
付

10で
思
川
開
発

建
設
所
長
を

拝
命
致
し
ま

し
た
野
口
で
す
。
ま
だ
お
目
に
か
か

れ
な
い
皆
様
方
に
は
紙
面
を
借
り
て

ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

思
川
開
発
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
多
大
な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

所
長

野
口
澄
彦

昨
年
末
、
南
摩
ダ
ム
建
設
に
伴
う

損
失
補
償
基
準
に
関
す
る
調
印
を
行

い
、
現
在
、
移
転
さ
れ
る
皆
様
方
の

生
活
再
建
の
た
め
の
補
償
契
約
を
行

う
と
と
も
に
、
集
団
移
転
地
で
あ
る

西
沢
、
上
南
摩
の
造
成
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
サ
イ
ト
直
下
流
の
室
瀬
地
区

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
８
月
に

一
部
の
方
を
除
き
、
ダ
ム
容
認
の
方

針
転
換
を
ご
決
断
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
、
室
瀬
協
議
会
の
皆
様
へ

話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
、
引
き
続
き
、
ダ
ム

事
業
に
反
対
さ
れ
て
い
る
一
部
の
方

々
に
対
し
ま
し
て
も
、
事
業
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
南
摩
ダ
ム
の
建
設
と
と
も

に
思
川
開
発
事
業
の
根
幹
を
な
す
取

水
・
導
水
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
地
元
の
取
水
対
策
協
議
会
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
団
体
、
地
域
住

民
の
方
々
へ
事
業
の
必
要
性
、
計
画

等
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
指

導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク 平成14年10月20日 第５号

り

思
川
だ
よ

お

も

い

が

わ

発行所

水資源開発公団
思川開発建設所

028-622-89415

発行人兼編集人
柴田 安宏

南摩ダム予定地

（右後方は男体山）

思川開発事業による
安定給水の確保に向けて

当市の水道事業は、昭和３５年に事業認可を受け、昭和
３７年から地下水を水源として給水を開始しました。

しかし、昭和４５年には、一人当たり給水量や給水人口
の増加などにより、既存の深井戸だけでは不足を生じ、時間
給水を余儀なくされることとなりました。

そのため、地下水及び表流水を水源とする拡張事業の認
可を受け、思川開発事業に参画することを前提とした暫定水
利権により、昭和４９年から思川より取水を開始し、今日に
至っております。

したがって、市民への水供給は不安定なものであり、安
定給水の確保が長年の懸案となっておりました。

そのような中、実施計画調査着手以来３０数年が経過し、
大谷川分水中止等による計画の見直しが行われた思川開発事
業は、平成１３年１２月に、損失補償基準に関する協定書の
調印が行われ、苦渋の決断をされた水没地の皆様方には、心
から感謝申し上げます。

脱ダムの風潮が強まる現在、市民への安定給水を図るこ
とが地方自治体の使命であり責任でもあるということを考え
たとき、一日も早い事業の完成を期待します。

なお、今後の事業実施につきましては、事業費の縮減は

もちろんのこと、森林の伐採等を最小限に食い止め、環境に
与える負荷を可能な限り小さくするなどの努力を望みます。

最後に、工事期間中における皆様方の無事故、安全をご祈
念申し上げます。

特別寄稿

茨城県古河市長

小久保 忠男

川
の
連
携
・
明
日
へ
の
水

新
任
御
挨
拶

新
任
御
挨
拶

【

】

移
転
代
替
地

南
摩
ダ
ム
に
係
る
移

転
対
象
者
の
方
々
の
た

め
の
集
団
移
転
代
替
地

造
成
工
事
を
、
鹿
沼
市

の
西
沢
地
区
及
び
上
南

摩
地
区
の
２
カ
所
で
実

施
中
で
す
。
年
内
に
移

転
を
開
始
さ
れ
る
予
定

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
急

ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

【
室
瀬
地
区
】

こ
れ
ま
で
室
瀬
地
区

の
方
々
は
、
南
摩
ダ
ム
の
建
設
に
絶
対
反
対

。

、

の
立
場
を
続
け
て
き
て
お
り
ま
し
た

昨
年

事
業
規
模
縮
小
に
伴
い
事
業
計
画
を
見
直
し

た
結
果
、
室
瀬
地
区
に
対
す
る
工
事
の
影
響

も
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
２
月

に
、
室
瀬
地
区
の
方
々
へ
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
説
明
し
、
改
め
て
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
８
月
に
は
一
部
の
方
を
除
い

て
、
ダ
ム
建
設
を
容
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
室
瀬
地
区
か
ら

公
団
等
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
話。

し
合
い
が
一
歩
ず
つ
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す

今
後
も
種
々
ご
説
明
し
て
い
く
中
で
、
一

層
の
ご
理
解
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

【
取
水
導
水
地
区
】

、

、

取
水
導
水
地
区
に
つ
い
て
は

昨
年
末
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て

黒
川
、
大
芦
川
、
荒
井
川
の
各
河
川
ご
と
に
自
治
会
等
を
中
心
と
し

た
対
策
協
議
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
６
日
に
は
加
蘇
地
区
、

日
に
は
板
荷
地
区
、

日
に
は
東
大
芦
地
区
と
、
各
協
議
会
役
員

10

27

の
方
々
に
対
し
て
、
事
業
の
目
的
や
取
水
・
導
水
の
仕
組
み
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、
思
川
開
発
事
業
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
奈

良
俣
ダ
ム
湯
ノ
小
屋
取
水
と
群
馬

用
水
を
取
水
先
例
地
と
し
て
ご
視

察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
引
き
続
き
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
、
早
期
に
用
地
調
査
等

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
地
元
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
参
り
ま
す
。

☆事業の最新情報を皆様にお伝えします☆

板荷地区説明会の様子（９月10日）

上南摩（上 、西沢（下）の各移転代替地）ダム直下流の室瀬地区



平
成

年
８
月

14

６
日
、
栃
木
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
）
に

お
い
て
栃
木
県
水

の
週
間
実
行
委
員

会
・
栃
木
県
主
催

の
水
の
週
間
行
事

が
開
催
さ
れ
、
水
の
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
と
森
と
川
と
水
源

地
の
も
の
が
た
り
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
リ
バ
ー
ヘ
ッ
ド
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。

水
の
作
文
表
彰
式
で
は
、
第
24

回
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
栃
木
県
審
査
会
か
ら
、
南

摩
ダ
ム
移
転
協

力
者
の
鹿
沼
市

立
南
摩
中
学
校

３
年
の
駒
場
奈

保
美
さ
ん
が
、

水
の
循
環
と
い

う
視
点
か
ら
地

球
の
環
境
問
題

を
考
え
る
必
要

性
を
訴
え
、
さ

ら
に
水
の
大
切

さ
と
故
郷
を
失

う
水
源
地
域
の

方
々
の
想
い
を

綴
っ
た
作
品
で

特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
劇
団
「
ふ

る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」

に
よ
る
「
森
と
川
と
水

源
地
の
も
の
が
た
り

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
／
リ
バ

ー
ヘ
ッ
ド
」
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
上
演
さ
れ
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
栃
木

県
栗
山
村
が
舞
台
に
な

っ
て
お
り
、
人
々
が
水

辺
で
暮
ら
し
て
い
た
縄

文
時
代
に
、
谷
に
大
木

の
橋
を
架
け
、
山
に
森

を
つ
く
り
、
田
畑
を
開

拓
し
、
川
か
ら
水
を
引

い
て
米
づ
く
り
を
行
う

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
人
々
が

密
集
す
る
現
代
の
暮
ら

し
の
中
で
、
水
に
不
自

由
し
て
い
な
か
っ
た
都

会
の
人
々
が
、
水
の
源

へ
と
遡
る
こ
と
に
よ
り
、
知
ら
れ

る
こ
と
の
少
な
い
水
源
地
の
ダ
ム

や
川
、
そ
し
て
水
源
地
の
人
々
の

移
転
、
新
生
活
な
ど
ダ
ム
が
出
来

る
ま
で
の
苦
労
を
知
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
と

華
麗
な
ダ
ン
ス
に
音
楽
を
交
え
、

水
の
あ
り
が
た
さ
、
大
切
さ
、
水

源
を
守
る
人
々
の
想
い
を
巧
み
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
、
約
８
０

０
人
の
方
々
が
ご
覧
に
な
り
、
観

客
の
大
半
が
母
親
と
子

供
達
で
し
た
が
、
ス
ト

ー
リ
ー
も
分
か
り
や
す

く
、
ま
た
、
ダ
ン
ス
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
取

る
子
供
達
も
い
て
、
み

ん
な
感
動
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

劇
団
「
ふ
る
さ
と

」

、

き
ゃ
ら
ば
ん

の
み
な
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も
、
全
国
各
地
で
水

の
大
切
さ
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
伝
え

る
活
動
を
続
け
て
い
く
そ
う
で

す
。

▼
今
夏
、
関
東

地
方
で
は
初
夏

に
渇
水
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
台
風
等

の
恵
み
の
雨
を
貯
え
た
利
根
川
上

流
の
ダ
ム
群
は
ほ
ぼ
満
水
近
く
を

保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
▼

し
か
し
、
中
部
地
方
の
木
曽
川
、

近
畿
地
方
の
淀
川
、
九
州
の
筑
後

川
で
は
依
然
と
し
て
渇
水
に
見
舞

わ
れ
取
水
制
限
な
ど
の
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
川
の
水
は
、

水
源
か
ら
河
口
ま
で
の
皆
が
水
の

恵
み
を
分
ち
合
い
一
体
と
な
っ
て

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

「
リ
バ
ー
ヘ
ッ
ド
」
で
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク

そ の ③コ ウ モ リ 目 ヒ ナ コ ウ モ リ 科

Murina hilgendorfiニ ホ ン テ ン グ コ ウ モ リ
撮影：

平成１３年度調査で

捕獲し体長を計測中

※捕獲許可

環境北関許第454号

鹿林第636号

コ ウ モ リ は 、 一 晩 に 体 重 の 半 分 く ら い の 昆 虫 （ 蛾

類 な ど ） を 捕 食 す る と 言 わ れ て お り 、 農 家 に と っ て

は 害 虫 を 駆 除 し て く れ る あ り が た い 益 獣 で す 。

南 摩 ダ ム 周 辺 で 実 施 し た 環 境 調 査 で は 、 レ ッ ド デ

ー タ ブ ッ ク で 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 に 選 定 さ れ て い る ニ ホ ン

テ ン グ コ ウ モ リ を 確 認 し て い ま す 。

ニ ホ ン テ ン グ コ ウ モ リ は 大 木 の 多 い 地 域 で は 樹 洞

を 昼 間 の 隠 れ 家 に し ま す が 、 南 摩 ダ ム 周 辺 の 多 く は

植 林 地 の た め 樹 洞 の あ る 大 木 は 少 な く 、 ダ ム の 地 質

調 査 の た め に 掘 っ た 横 坑 や 、 昭 和 ３ ０ 年 代 前 半 ま で

に 掘 ら れ た 鉱 物 試 掘 坑 （ マ ン ガ ン 坑 ） を 隠 れ 家 と し

て 利 用 し て い る よ う で す 。

南 摩 ダ ム で 見 つ か っ た コ ウ モ リ の 隠 れ 家 に は 、 ダ

ム 工 事 の 影 響 を 受 け な い も の や 、 一 部 を 残 す こ と が

可 能 な も の が あ り 、 専 門 家 の 指 導 ・ 助 言 を 得 な が ら

適 切 に 保 全 し て い き ま す 。

な お 、 コ ウ モ リ 類 の 調 査 に は 、 コ ウ モ リ が 発 す る

超 音 波 を キ ャ ッ チ し て 人 間 の 可 聴 周 波 数 に 変 換 す る

専 用 の 装 置 （ バ ッ ト デ ィ テ ク タ ー ） 等 を 用 い ま す 。

水の週間行事
総合文化センターで開催

水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
栃
木
県
審
査
会

南
摩
ダ
ム
移
転
協
力
者
か
ら
も
受
賞
者

人

事

異

動

８
月
１
日
付

◆
転

出

者
◆

環
境
課
長

太
田

道
男
（
試
験
研
究
所
）

月
１
日
付

10◆
転

出

者
◆

所
長

青
江

淳
（
本
社
環
境
室
）

副
所
長

金
田

学
（
本
社
用
地
部
）

◆
転

入

者
◆

所
長

野
口

澄
彦
（
本
社
企
画
部
）

環
境
課
長

小
笠
原
幹
生
（
木
津
川
総
管
）

用
地
役

西
村

政
幸
（
草
木
ダ
ム
）

◆
所
内
異
動
◆

副
所
長

柴
田

安
宏
（
第
一
用
地
課
）

第
一
用
地
課
長

新
井

広
司
（
用
地
役
）

その① 「地球の水のはなし」
地 球 上 に あ る 水 の 量 は 、 お よ そ 1 4 億 ｋ ｍ と 言 わ れ て

3

い ま す 。 そ の う ち の 約 9 7 . 5 ％ が 海 水 で 、 淡 水 は 約 2 . 5

％ で す 。 こ の 淡 水 の 大 部 分 は 、 南 極 や 北 極 の 氷 で あ り 、

地 下 水 や 河 川 、 湖 沼 の 水 は 地 球 上 の 水 の 約 0 . 8 ％ に す ぎ

ま せ ん 。 さ ら に こ の 淡 水 は 、 ほ と ん ど が 地 下 水 で あ り 、

人 間 が 利 用 す る こ と が 比 較 的 容 易 な 河 川 水 や 湖 沼 水 は 、

地 球 上 の 水 の わ ず か 約 0 . 0 1 ％ に す ぎ ま せ ん 。 地 球 は 水

の 惑 星 と 言 わ れ ま す が 、 人 間 が 利 用 で き る 淡 水 は ご く わ

ず か で あ る こ と が 分 か り ま す 。

参 考 文 献 国 土 交 通 省 水 資 源 部 ： 平 成 1 3 年 版 日 本 の 水 資 源 」「

（注）:V.I.Korzoun and A.A.Sokolov:World

Water Balance and Water Resources of

the Earth E/CONF,70/TP127(1977年)

（国際水会議資料）

表彰を受ける駒場奈保美さん

感動を呼んだミュージカル「リバーヘッド」
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森と川と水源地のものがたり
ミュージカル「ＲＩＶＥＲ ＨＥＡＤ」上演
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